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LH・RHア ナログが著効を示 した巨大 リンパ節

転移を有す る前立腺癌の1例

利根中央病院泌尿器科

竹沢 豊,大 竹 伸 明

群馬大学医学部泌尿器科学教室(主 任=山 中英寿教授)

中野 勝也,内 田 達也,岡 村 桂 吾,山 中 英寿

 MARKED EFFECTIVENESS OF THE LH-RH ANALOGUE 

 IN A CASE OF PROSTATE CANCER WITH LARGE 

         LYMPH NODE METASTASIS

Yutaka Takezawa and Nobuaki Ohtake

From the Department of Urology, Tone  Chuo Hospital

Katsuya Nakano, Tatsuya Uchida,

Keigo Okamura and Hidetoshi Yamanaka

From the Department of Urology, Gunma University School of Medicine

   A 78-year-old man visited our hospital complaining of pollakisuria, dysuria, and edema of 
lower extremities. Physical examination revealed a hard, fixed and fist size mass in the abdomen 
Lymph nodes of left supraclavicular fossa were hardly palpable. His  !prostate was larger than a 
hen's egg, stony hard and fixed in the pelvis on digital rectal examination (DRE). The prostate 
specific antigen (PSA) level was elevated to 584 ng/ml. Computerized tomography (CT) revealed 
enlarged retroperitoneal lymph nodes. Bone scan showed multiple abnormal uptake. Prostate biopsy 
showed poorly differentiated adenocarcinoma. Treatment with the LH-RH analogue was very effec 
tive. The retroperitoneal lymph nodes were no longer enlarged on CT. The prostate had become 
soft and was reduced to walnut size on DRE. The PSA level had decreased to within the 
normal range. The multiple abnormal uptake on the bone scan decreased. This is the 21st case of 

prostate cancer with large lymph node metastasis in Japan. 
                                                 (Acta Urol. Jpn. 40: 721-724, 1994) 

Key words: Prostate cancer, Lymph node metastasis, LH-RH analogue

緒 言

前立腺癌で初診時 リンパ節転移を腫瘤として触知す

る例は稀である,わ れわれは本邦でも最近,前 立腺癌

の治療に使用されてきたLH・RHア ナログを用いて

巨大リンパ節転移を有する前立腺癌の1例 を治療し良

好の経過をえたので若干の文献的考察とともに報告す

る.

症 例

患者=78歳

主訴=頻 尿,排 尿困難,下 肢浮腫

家族歴 ・既往歴=特 記すべきことなし

現病歴:平 成4年1月,排 尿困難を自覚した.平 成

4年4月,頻 尿が著 しくな り,下 肢の浮腫も出現し

た.平 成4年6月11日,尿 閉となり当科を受診した.

入院時現症:痩 せ型で腹部に手挙大の固定 し1た腫

瘤,お よび左鎖骨上窩 リンパ節を触知 した.直 腸診

上,前 立腺は超鶏卵大,板 状硬で骨盤に固定してい

た.

入院時検査所見:BUN35.6mg/d1,ク レァチニソ

2.7mg/dl,前 立腺特 異抗原(PSA)584ng/m1,テ ス

トステロソ197ng/d1,血 沈22mm!h.

画像診断:経 直腸超音波法で前立腺被膜の断裂と不

均一な内部エコーを認め(Fig・1,a),CTで 膀胱壁の

肥厚と精嚢腺の腫大を認めた(Fig.2,a).傍 大動脈 リ
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Fig・3・EnlargedretroperitonealIymphnodesbeforetreatment(a)werenotdemonstrated

8monthsaftertreatment(b).

ンパ節,大 動 静 脈 間 リ ンパ 節 はそ れ ぞれ5.lx4.Ocm,

8.5x4。5cmと 腫 大 し(Fig.3,a),ま た両 側 水 腎症 を

認 め た.骨 シ ンチで は異 常 集 積 の多 発 を認 め た.

前立 腺 生 検 で低 分 化 型 腺癌 を 検 出 し,T4,N4,M,,

stageD2と 診 断 した.

治療 と経過=平 成4年6月24日 よ り,LH-RHア
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ナログ(酢 酸ゴセレリソ)投 与を開始した.ま た リソ

パ節転移による水腎症の緩和のため両側尿管にDou-

bleJ尿 管ステソトを留置した.治 療開始2週 目にテ

ストステロソは低下し4週 目には去勢 レベルに達し

た.PSAは 治療開始4週 目に減少しはじめ6ヵ 月後

に正常化(<3.6ng/ml)し た.ま た前立腺は,直 腸診

上,治 療開始6カ 月目にくるみ大とな り硬結を触知し

なくなった.治 療開始8ヵ 月目の経直腸超音波法で被

膜の断裂は消失したが低エコー領域が散在 していた.

2方 向測定可能病変 として51%の 縮小を認めとPR

と判定した(Fig.1,b).CTで は膀胱壁の肥厚と精嚢

腺の腫大は消失した(Fig.2,b).CT上,後 腹膜 リン

パ節腫大は治療8ヵ 月目には消失しCRと 判定した

(F玉g.3,b).骨 シソチで異常集積は減少してお りPR

と判定した.治 療効果の総合判定はPRで あった.

尿道カテーテルとDoubleJ尿 管ステソトは治療開

始4ヵ 月目に抜去したが水腎症もほぼ消失し排尿状態

も良好で残尿もなくなった.治 療開始より1年8ヵ 月

経過したが再燃の兆候はない.

治療効果判定は前立腺癌取扱機規約,第2版Dに 従

った.

考 察

前立腺癌において初診時 リソパ節転移を触知する症

例は稀であ り,Corriereら2)は525例 中2例 のみであ

ったと記載している.本 邦におけるリンパ節転移を触

知した前立腺癌報告例は増田ら3)原 田ら4Jがそれぞれ

16例,12例 を集計している.こ れらの集計に脇坂ら5)

の報告を加えると自験例は本邦21例 目と思われた.患

者の年齢は52～78歳 で平均65.8ueで ある.分 化度は記

載の明らかなもので高分化腺癌1例,中 分化腺癌3例,

低分化腺癌13例 であった.骨 転移は16例 中12例 に合併

していた.こ れらの症例のいずれも精巣摘出,エ ス ト

ロゲソ剤の投与といった抗男性ホルモン療法が行われ

ていた,さ らに腫瘤摘出,放 射線療法,化 学療法が併

用された症例もある.い ずれにおいても初回治療には

良好に反応 している.

中川ら6)は巨大 リンパ節転移の特徴は低分化癌が多

いこと,経 過が長いこと,骨 転移合併例の少ないこ

と,抗 男性ホルモソ療法に反応がよいことであると述

ぺている.こ の点について竹内ら7)は 巨大 リンパ節転

移をきたす前立腺癌と通常の骨転移を主とする前立腺

癌との生物学的性状が異なるのではないかと推測して

いる,し かし,最 近では症例の積み重ねにより前述の

ように16例 中12例 と巨大 リンパ節転移を伴 う前立腺癌

症例においても骨転移合併例が多いことが明らかにさ
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れ て きた3-5).こ の こ と よ り巨大 リソパ 節 転移 を 伴 う

前立 腺 癌 を骨 転 移 を主 とす る前 立 腺 癌 とは 生物 学 的 性

状 が異 な る と考 え るよ り進 行前 立 腺 癌 の一 つ の形 式 と

考 え る こ とが適 当 と思わ れ る.

Huggins8)以 来,進 行 性 前 立腺 癌 の 治 療 は抗 男 性

ホル モ ソ療 法 がgoldenstandardで あ り,去 勢,エ

ス トロゲ ソ療法 あ るいは そ の併 用 が 行わ れ て きた.し

か し,去 勢 に はそ れ に伴 う精神 的 苦 痛,エ ス トロゲ ン

療 法 には 女 性化 乳 房,心 血 管障 害 な どの副 作用 が認 め

られ る.

最 近 の抗 男性 ホ ルモ ソ療 法 と してLH-RHア ナ ロ

グが あ げ ら れ る.LH-RHア ナ ロ グは 天 然 のLH-

RHよ り数 十 倍 か ら数 百 倍 の活 性 を 有 し そ の長 期 投

与 に よ り下 垂体 のLHを 枯 渇 させ,血 中 テス トステ

ロ ンが去 勢 レベ ル まで 低 下 させ る9).LH-RHア ナ

ロ グは ポ リペ プチ ドで あ る こ と よ り水 溶液 では 連 日の

注射 投 与 が必 要 で あ った10)が,デ ポ ー剤 が開 発 され 最

近,本 邦 に おい て も臨 床使 用 され る よ うに な った.臨

床 治験 の成 績 で は去 勢,エ ス トロゲ ソ剤 とい った従 来

の 内分 泌 療法 と同等 な 効 果 を有 す る こ とが示 され て い

る11-13).ま た,エ ス トロゲ ソ剤 投与 時 に み られ る女性

化乳 房,心 血 管系 の合 併症 もほ とん どみ られ ず11-13),

生 活 の質 に おい て も自覚 的 な健 康 感に 優 れ てい る とさ

れ て い る14).ま た,4週 間 に一 度 の注 射投 与 で あ るた

め コ ンプ ライ ア ソスに も優 れ て い る.

LH-RHア ナ ロ グ治 療 の 問題 点 と し て,テ ス トス

テ ロ ンが去 勢 レベ ルに低 下 す る のに2～3週 間 を要 す

る こ と12・13),投与 初 期 にそ の過 剰 刺激 の ためLH,テ

ス トス テ ロンが上 昇 し前 立 腺癌 が 一 時的 に 増 悪す る,

いわ ゆ るflareupが あ る11-13)・

LH-RHア ナ ロ グの副 作用 は一 般 的 に 軽 微 で あ る

ことが 多 い と され て い る11-13).し か し,flareupに

よ り重 篤 な合 併症 を呈 した症 例 の報 告 もあ る15).本 症

例 にお い ては 後腹 膜 リソパ節 転移 か ら尿 管 狭窄 に よる

水 腎 症 を きた し腎機 能 が低 下 して い た.こ れ がLH-

RHア ナ ログに よ るflareupで さ らに 悪化 す る こ と

が 危惧 さ れ た.そ こ で 尿 管 ス テ ン トを 留 置 しflare

upに よる水 腎 症 の悪 化 を 予防 した 上 で注 意深 くLH

-RHア ナ ロ グ療 法 を行 った .

前立 腺 癌 の 巨大 リンパ節 転移 症 例 は一 見 末 期 癌 に見

え るが 充 分予 後 が 期 待 で き る とす る報告 があ る16).確

か に いず れ の症 例 に お い て も初 回治 療 に 良好 な 反応 を

呈 して い る3・4).し か し,実 際 には5年 以上 の長 期観

察 例 の報 告 は 少 ない3・4).一 般 的 に低 分 化癌 は予 後不

良因 子 で あ り,内 分 泌 療 法 に反 応 したstageD2症 例

も過 半数 が ホル モ ン抵 抗 とな る といわ れ て い る17).本
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症例は治療開始後1年8カ 月にわたり再燃の兆候なく

経過した,し かし骨転移があること,組 織が低分化腺

癌であることを考慮し今後も注意深く経過観察 したい

と考えている.
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